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 要　　旨
　近年、プロセッサの消費電力の削減が求められている。プロセッサの性能は年々向上しているが、消費
電力も同様に増加している。例えば、バッテリで動く携帯電話などの駆動時間を伸ばすためにもプロセッ
サの消費電力削減が求められている。一般的には消費電力と性能はトレードオフの関係にあり、電力削減
を重視してプロセッサを設計すると性能が低下する場合が多い。そこで性能を維持しつつ低消費電力を
達成するために、コプロセッサが利用される。コプロセッサは、プロセッサの処理の一部を担いプロセッ
サを補助する。性能面や消費電力面でコプロセッサがアクセラレータとなり、低消費電力かつ高性能なシ
ステムを構築することが可能である。
　コプロセッサの性能と消費電力を考えた場合、専用に作られたハードウェアが使われることが多い。し
かし、このハードウェアは汎用性に欠けるため、ある程度の汎用性を持ちつつハードウェアと同等の性能
と消費電力を備えるコプロセッサが求められている。これらの要求を満たすデバイスにリコンフィギャ
ラブルプロセッサ（再構成可能プロセッサ）がある。リコンフィギャラブルプロセッサは演算器部分の
構成を変えることができ、多様なプリケーションを実行することができる。本研究ではリコンフィギャラ
ブルプロセッサの１つである SMA ( Silent Mega Array ) を対象とする。SMA は DCT（離散コサイン変換）
を低消費電力で処理することを初期目標として設計された。DCT などの入力データに対して多くの演算
を行うアルゴリズムには効率良く処理を行うことができる。
　しかし、SMA 上に DCT 以外のアプリケーションを実行しようとすると、現在の SMA では演算器の使用
効率が悪い、メモリ不足でプリケーションを実行できないなどの問題があることがわかった。そこで、
SMA のアーキテクチャ拡張を提案し、それを評価する。評価の結果、アーキテクチャ拡張を行うことで問
題を解決し、DCT 以外のアプリケーションにおいて SMA の性能を向上できることがわかった。また、実行
不可能なアプリケーションも実行可能となり、汎用性も向上させることができた。
